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8
 

    3
9
 

   

下
6
 

    1
4
 

   

4
.2
.2

    同
上

 

  

治
水
へ
の
影
響
や
水
需
給
の
抑
制
を
ふ
ま
え
た
利
水
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
～

 

 →
治
水
・
利
水
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
、
琵
琶
湖
の
急
速
な
水
位
低
下
を
抑
制
す
る
た
め

 

 
瀬
田
川
洗
堰
等
の
運
用
を
検
討
す
る
。

 

   
淀
川
大
堰
下
流
、
大
川
（
旧
淀
川
）
～

 

→
淀
川
大
堰
か
ら
大
川
（
旧
淀
川
）
、
神
埼
川
、
寝
屋
川
へ

の
導
水
量

 

 

 
「
水
需
給
の
抑
制
を
ふ
ま
え
た
利
水
へ
の
影
響
を
考
慮

 

 
し
た
上
で
」

 

 
な
ら
び
に
 
 

 

 
「
河
川
の
水
位
変
動
や
撹
乱
の
増
大
を
図
る
」

 

 
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る

 

 
こ
と
に
な
り
、
変
更
を
す
る
こ
と
が
適
当
と
思
う
。

 

 
 

 

 
単
な
る
「
～
の
導
水
量
」
で
は
、
わ
か
り
ず
ら
い
。

 

  

5
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   5
9
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5
 

図
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  下
１

 

4
.3
.2

   4
.3
.3

  4
.3
.3

堤
防
の
補
強
の
図

 

 →
工
法
の
例
を
増
加
さ
せ
る
。

 

 人
為
的
な
流
量
増
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
 

 →
抹
消

 

 沿
川
の
内
水
排
除
の
規
制
 

→
規
制
は
対
応

 

代
表
の
例
と
し
て
は
、
不
足
と
思
う
。
 

   誤
解
を
招
く
表
現
と
思
う
。

 

 

 

 琵
琶
湖
の
支
川
の
内
水
対
策
は
湖
岸
堤
の
建
設
と
密
接
な

 

関
係
で
必
要
で
あ
り
、
「
規
制
」
と
い
う
表
現
で
は
適
当

 

で
な
い
と
思
う
。
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文
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4
 

   6
4
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   1
0
 

 

4
.3
.3

   4
.3
.3

  

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

 

 →
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る

 

 洪
水
調
節
目
的
専
用
の
流
水
型
ダ
ム

 

 →
「
流
水
型
」
を
取
る
。
 

最
大
の
目
的
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 

   「
流
水
型
」
は
こ
の
た
び
の
流
域
委
員
会
へ
の
説
明
で

 

初
め
て
使
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
「
穴
あ
き
」
に
対
す
る

 

言
葉
と
し
て
、
な
お
分
か
り
に
く
い
。
 

 
平
素
は
、
貯
め
な
い
と
の
表
現
が
、
上
記
の
説
明
会
で
も
 

誤
解
を
招
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

 

○
ゲ
ー
ト
な
し
は
、
現
実
に
は
、
ゲ
ー
ト
を
つ
け
て
お
い

 

て
空
け
て
お
く
意
味
だ
と
思
う
が
、
次
の
課
題
が
あ
る
。
 

①
 
ダ
ム
下
流
の
「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」
を
行
な

わ
な
い
の
か
。
地
元
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
可
能
性
を
感
じ
る
。

 

②
 
貯

水
池

内
の

広
大

な
土

地
を

平
素

に
ど

う
管

理
す

る

の
か
。

 

③
 
貯
水
地
と
含
め
た
環
境
対
策
が
必
要
と
思
う
。
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